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今月の模範作品

随
　

意
　

課
　

題

筆 ペ ン

香桜　澤水　清香　余白が効いた構成で、造
形美と流動美に富む格調高い作。大変見やす
い掲示文に仕上げた腕は確か。
� 評　江口　春陽　

水
茎
　
坂
本
　
貴
子　

柔
軟
で
弾
力
に
富
ん
だ
線
質

で
、
平
仮
名
を
多
用
し
な
が
ら
も
迫
力
あ
る
表
現
と

な
っ
た
。
真
っ
向
勝
負
と
い
う
感
じ
で
見
事
な
模
範

作
。�

評　

黒
河
内
月
倫　

つけペンボールペン

橋本　多田登志子　基本的な崩し方の行書体に
仮名が大変よく調和している。横への淀みのな
い自然な流れもすばらしい模範的な横書き作品
である。� 評　森　　嶺雲　

規
　
定
　
課
　
題

横
浜
　
佐
藤
　
洋
子
　
行
の
流
れ
よ
く
、
潤
渇
の
変
化
も
素
晴

ら
し
い
。
美
し
い
書
線
と
、
最
後
の
「
无
」
に
入
る
、
微
妙
な

ゆ
れ

4

4

の
表
現
に
感
服
し
た
。�

評　

福
原　

溪
春　

10月提出競書作品の写真版作品は、
10月23日よりホームページに掲載されます。
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今月の秀逸作品  規定課題・随意課題 

ら
ん
　
大
倉
眞
知
子　

懐
の
広
い
字
形
で
漢
字
と

か
な
の
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
、
連
綿
線
が
美
し
い
。

�
（
黒
河
内
月
倫
）

詠
雪
　
大
名
あ
さ
ひ　

日
頃
の
地
道
な
練
習
を
継
続
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
基
本
が
良
く
出
来
て
い

て
、
書
す
る
姿
が
伝
わ
る
作
品
で
あ
る
。�

（
奈
良　

孝
嬉
）

高
崎
　
小
澤
貴
美
代
　
一
点
一
画
を
丁
寧
に
書
き
、
全
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
ま

と
め
て
い
る
。
今
後
は
軽
快
さ
が
出
る
と
更
に
よ
く
な
る
。�

（
森　
　

嶺
雲
）

泉
汪
　
堀
越
　
淑
子　

文
字
の
太
細
や
大

き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
上
手
く
つ
け
な
が
ら

行
間
を
と
る
、
卓
越
し
た
力
を
感
じ
る
秀

逸
作
。�

（
佐
藤　

香
蓮
）

三
割
　
苅
間
澤
勇
人　

線
に
抑
揚
が
あ
り
、
配
字
の

バ
ラ
ン
ス
も
と
て
も
良
い
。
風
に
ゆ
れ
る
萩
の
花
が

目
に
浮
か
ぶ
。�

（
奈
良　

孝
嬉
）

香
港
　
竹
内
　
怜
亜　

沈
着
な
書
き
ぶ
り
で
温
和
な

線
が
美
し
い
。
端
々
し
く
も
力
量
溢
れ
る
秀
逸
作
。

�

（
荒
谷
由
美
子
）

桜
塚
　
北
口
　
有
紀　

リ
ズ
ム
良
く
書
か
れ
た
線

で
、
立
体
感
の
あ
る
作
品
。
中
心
を
揃
え
る
こ
と
に

留
意
す
る
と
、
な
お
良
し
。�

（
御
園
生
藍
珠
）

柏
西
　
徳
田
　
恵
子　

文
字
の
配

置
、
大
小
の
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
、

す
っ
き
り
と
し
た
読
み
や
す
い
作

品
に
仕
上
げ
た
。�（
御
園
生
藍
珠
）

（　）内は選評執筆者です。

書学　徳安　恭子　布置よく清澄な書線が美しい。「人」
は、行書らしさを出す工夫をするとよい。�（江口　春陽）
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専攻コース
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専攻コース
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専攻コース
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基礎コース



26

基礎コース
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基礎コース
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基礎コース
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写経研究室

久
保
　
治
舟

髙
橋
　
和
泉

田
辺
　
桜
月

松
田
し
の
ぶ

安
廣
　
清
翠

池
田
　
昊
可

中
垣
　
純
代

関
口
恵
美
子

柴
原
か
お
る

伊
藤
　
綾
子

小
倉
理
津
子

上
平
　
幸
子
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つけペン



31

筆ペン

依田　蘭香

野澤　佳澄

二宮佐和子

高岡　啓子

平松　梨恵

原田たか子

松永　則子島田　真弓

福島　由恵

大橋　　敦

生地　敦子坂本　悦子吉田　容子

田辺　たき 峯　　　愛

河合美由紀
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ボールペン


